
厚生労働大臣の定める提示事項

当院は厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です

地域包括診療加算

当院は地域におけるかかりつけ医機能として、次のような取り組みを行っております。

◼ 健康管理に関する相談、介護・福祉に係る相談及び在宅医療を実施し、計画的な医学管理の下に
療養指導、診療を行っております。

◼ 必要に応じ、専門の医師・医療機関をご紹介します。
◼ 夜間・休日の問い合わせへの対応を行っています。
◼ 日本医師会かかりつけ医機能研修制度・応用研修会を修了しております。
◼ 介護支援専門員及び相談支援専門員からの相談に対応しております。

機能強化加算

厚生労働省「医療情報ネット(ナビイ)」でかかりつけ医機能を有する医療機関等を検索できます。

◼ 健康相談及び予防接種に関する相談を実施しています。
◼ 当院受診の患者さんについて、介護支援専門員及び相談支援専門員からの相談に適切に対応します。
◼ 患者さんの状態に応じ、28日以上の長期処方及びリフィル処方せんの交付に対応します。
＊リフィル処方せんとは、症状が安定している患者さんについて、医師の判断により、医師及び薬剤

    師の適切な連携の下、一定期間内に処方せんを反復利用できる仕組みです。 患者さんの通院負担
      の軽減や医療の効率化を目的としたものです。

◼ 当院はマイナンバーカードによるオンライン資格確認を行う体制を有しております。
◼ オンライン資格確認により患者さんの受診歴、薬剤情報、特定健診など必要な情報を取得し、活用す
ることにより質の高い医療の提供に努めます。

◼ マイナ保険証利用の推進に取り組んでおります。
◼ 電子処方せんの発行や電子カルテ情報共有サービスなどの医療DXにかかる取り組みを実施して
おります。

医療情報取得加算
医療DX推進体制整備加算

外来感染対策向上加算

◼ 当院では、院長を「院内感染管理者」と定め、クリニック全体で感染対策に取り組んでいます。
◼ 院内感染対策の基本的考え方や関連知識の習得を目的に、定期的に研修会を実施しています。
◼ 患者さんの受診歴の有無にかかわらず、発熱その他の感染症を疑わせる疾患（インフルエンザや新
型コロナウィルス感染症など）の外来診療に対応します。

◼ 外来での感染防止対策として、発熱症状など感染症の疑われる患者さんを一般診療の方とは導線
を分けて対応します。

◼ 抗菌薬については厚生労働省の「抗微生物薬適正使用の手引き」に則り、適正に使用しています。
◼ 医師会や地域の基幹病院との感染対策連携を取り、定期的に必要な情報提供やアドバイスを受け、
院内感染対策の向上に努めています。

URL：https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize
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明細書発行体制等加算

◼ 急な病気の際の診療や、慢性疾患の指導管理を行います。
◼ 地域の医療機関と連携して、必要に応じて紹介させて頂きます。
◼ 発達段階に応じた助言・指導等を行い、健康相談に応じます。
◼ 予防接種の接種状況を確認し、接種の時期についての指導を行います。
また、予防接種の有効性・安全性に関する情報提供を行います。

◼ 「小児かかりつけ診療料」に同意する患者さんからの電話等による問い合わせに対応します。
◼ 発達障害の疑いがある患者さんの診療及び保護者の方からの相談に対応し、必要に応じて
専門的な医療機関を紹介します。

◼ 育児不安などの相談に対応します。

小児かかりつけ診療料

「小児かかりつけ」診療科は、１人の患者さんにつき１か所の医療機関が対象です。
当院がやむを得ず対応できない場合などには、下記に相談下さい。
救急医療情報センター TEL 0562-33-1133/TEL 052-263-1133 

一般名処方加算

◼ 後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みを実施しております。
◼ 後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定するのではなく、薬剤の成分をもとにし
た一般名処方（一般的な名称による処方せんを発行すること）を行う場合があります一般名処方に
よって、特定の医薬品が供給不足となった場合も、患者さんに必要な医薬品が提供しやすくなります。

◼ 医療の透明化や患者さんへの情報提供を積極的に推進していく観点から、領収書の発行の際に、
個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行しております。

◼ 公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、明細書を無料で発行しており
ます。

◼ 明細書には、使用された薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されます。
明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨をお申し出ください。

当院は 社会福祉法人青山会特別養護老人ホーム東萌山苑の協力医療機関に定められており、入所
者の急変時に対応しております。

介護保険施設等連携往診加算

在宅医療DX情報活用加算

◼ 当院は居宅同意取得型のオンライン資格確認を行う体制を有しております。
◼ 医師が居宅同意取得型オンライン資格確認により患者さんの受診歴、薬剤情報、特定健診など必要
な情報等を取得、活用し、訪問診療を行っております。



間歇スキャン式持続血糖測定器に関する選定療養費

外来・在宅ベースアップ評価料

◼ 生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質異常症）のいずれかで通院いただいている患者さんに対し、
「生活習慣病管理料」を算定させていただきます。

◼ 医師が患者さん個々に応じた「療養計画書」を作成し、栄養、運動、休養等の生活習慣に関する総合
的な治療管理を医師と看護師、管理栄養士等のスタッフが連携し実施させていただきます。

＊「療養計画書」作成時に患者さまのご署名が必要となります。対象の患者さんには、診察時に医師よ
    りご説明いたします

◼ 選定療養とは患者さん自身の選択により受ける追加的な医療サービスです。
◼ 当院では下記の間歇スキャン式持続血糖測定器の提供を行っております。

⚫ グルコースモニタシステム Free Style リブレ2 Reader ・・・ 7,000円
⚫ グルコースモニタシステム Free Style リブレ2 センサー・・・・ 6,000円
⚫ グルコースモニタシステム DexcomG7 CGMシステム ・・・・・・ 5,000円

生活習慣病管理料について

◼ 当院では「外来ベースアップ評価料」を算定し、その一部を患者さんにご負担いただいております。
＊本評価料は医療従事者の賃上げを行い、良質な医療提供を続けることができるようにするための
   国の取り組みです。ご負担をおかけいたしますが、ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。
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